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研究成果の概要（和文）：

限られた統計資源を有効に活用して正確な公的統計を作成するための補助情報のあり方や活

用方法を検討した。具体的には、無回答発生のモデルと無回答値の予測モデルとのどちらかが

正しければ偏りのない推定となる方法と、補助情報を活用した分布推定に適用可能なリサンプ

リング法、アメリカの経済センサスにおける調査項目の体系、について、論文や学会報告の形

で発表した。

研究成果の概要（英文）：
We studied use of auxiliary variables to provide accurate official statistics given

statistical resources. In particular, we proposed doubly protected regression random
imputation, compared four bootstrap methods for stratified three-stage random sampling
through simulation, and examined the structure of questions in the U.S. Economic Census.
The results have been presented at the annual joint statistical meeting in Japan and
published in refereed journals.
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１．研究開始当初の背景
統計法が改正され、公的統計が社会的情報

基盤に位置づけられるようになった。公的統
計のニーズも今後多様化する。その一方、プ
ライバシー意識の高まりなど統計環境は大
きく変化している。その結果、調査客体に負
担をかけずに正確な統計を作成する技術の
必要性は今後ますます高まる。補助情報を活
用することによって、限られた統計資源から
できるだけ正確な公的統計を作成する方法
についての研究は重要である。

２．研究の目的
補助情報とは、標本設計や推定の段階で活

用できる情報を指す。母集団名簿に記載され
ている情報（従業者規模など）や、調査結果
と接続可能な行政記録などが典型的な例で
ある。調査項目と関連の深い補助情報があれ
ば、それらを活用して、より正確な統計が作
成できる。

公的統計における補助情報の活用はさま
ざまである。本研究では、(1) 補助情報を活
用した分布推定手法の開発および適用、(2)
補助情報を活用した無回答処理方手法の開
発と適用、(3)補助情報として活用されるセン
サス統計における調査項目の検討、を具体的
な研究の目的とした。

３．研究の方法
経済統計研究会（統計研究者・実務家を会

員とする研究会）を 17 回開催した。補助情
報の活用が有効な公的統計の作成者を講師
として招き、報告にもとづく討論した。研究
会記録を作成して、本研究の材料とした。

この研究会と併行して、おもに公的統計の
作成者の若手を大学院生とを参加者とする
統計調査論の関連文献の読書会を 25 回開催
した。文献によって国外における統計調査技
術の理論を概観しながら、わが国の統計作成
との関連について現場の関係者が報告した。
この読書会における討論も、本研究の材料と
した。

４．研究成果
上記の研究目的としてあげた 3つの課題の

うち、(2)については、西郷の学会発表（2009
年）が具体的な成果である。そこでは、回答
発生のモデルと無回答予測のモデルとのい
ずれかが正しければ偏りのない集計が可能
な方法について提案し、その分散推定の方法
を考察した。2 つのモデルのうち一方だけが
正しければ不偏となるという性質は、信頼性
の高い無回答処理の方法を提供する。計算の
負荷もそれほど高くなく、実用にも向いた成
果である。

(1)については、補助情報を活用した分布

関数の推定に利用可能な、4 種のリサンプリ
ング法を比較した。その成果は、Saigo (2010)
に発表した。これらのリサンプリング法は、
補助情報も自然に取り入れることができる。
わが国の統計調査にも適用可能な手法であ
る。

(3)については、アメリカの経済センサス
の調査項目について菅（研究分担者）が精力
的に研究した。菅・宮川(2008)およびアメリ
カ経済センサスに関する一連の論文がその
成果である。

経済統計研究会の会員への情報提供も兼
ねて、経済統計研究会の配布資料・討論内容
の記録を掲載した冊子を作成した。
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